
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この方法では、構造や形状がある程度同じである 

土木構造物との親和性が高く、一部ダム等の複雑な

構造物は不可であるが、概ね土木構造物全体のモデ

ル化が可能である。 

また、同じ技術を用いることによって、鉄筋等の

内部構造についても３次元モデルを作成することが

可能である。 

 

４．既存橋梁における実証試験 

国土交通省が管理する新荒川橋について、３次元

モデル自動構築技術を用いて、杭基礎を除く下部構

造の３次元モデルを作成した。 

自動構築技術にて作成した３次元モデル及び比較

対象として手入力にて作成した３次元モデルを図-3

に示す。図-3の３次元モデルを比較した結果、２つ

のモデルは概ね重なっており、３次元モデルとして

再現出来ていることを確認した。 

 

５．まとめ 

本研究では、２次元CADデータの情報を読み込み、

AIによる３次元モデルを自動作成する基礎技術を開

発し、実際の橋梁下部構造において外形形状を正確

に３次元モデル化することができた。 

本技術をより多くの人が利用できるように、国土

交通データプラットフォームから利用できるように

していく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☞詳細情報はこちら 

1) 土木技術資料 令和2年11月号 pp.36-39 

2) 土木技術資料 第58巻、第4号 pp.20-23 

 

図-2 ３次元モデル自動構築手順(橋脚) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 ３次元モデル自動構築手順（橋脚） 

③投影面による３次元モデル作成

②構造線より構造物の投影面作成

①構造線・寸法・文字列等の認識

投影面

図形、引出線等の自動認識
AI技術の利用による情報抽出技術

正面図

側面図、平面図
も同様に認識

投影面 ３次元モデル

テンプレートと投影面のフィッティング
AI技術の利用による情報抽出技術

図-3 既存橋梁における３次元モデル自動構築結果 

 

研究動向・成果 
 

気候変動適応研究本部における水害 

リスク研究に通底する考え方とその実践 
(研究期間：平成22年度～) 

気候変動適応研究本部 

服部 敦 佐々木 隆  

（キーワード）  適応策、治水フレーム、減災マネジメント、実践 

 

１．はじめに 

気候変動適応研究本部（以下、本部）のこれまで

10年の研究活動を大きく前後半に分けると、前半は

影響評価や対策検討の橋渡しをして、適応策を実践

に移すための考え方「新しい治水フレーム」を提案

した。後半では、堤防決壊等を伴う甚大な水害が続

けて発生する状況の下、治水フレームの実践に繋が

る技術・施策の検討を急ピッチで進め、実用に供し

た。以下に、前後半での研究の要点を、関連する報

告書等から引用・整理し、概説する。 

 

２．新しい治水フレームの考え方 

 治水フレームは、被害の起こり方のコントロール

に改めて力を入れていくことを提起し、その実践的

な手法として被害の起こり方の把握の仕方である

「被害想定評価」とそのコントロールのための「施

策群の立案」で構成されている 1)。「被害想定評価」

は、図に示すように被害（想定）と豪雨規模（超過

確率年）との関係を示すものである。この図におい

て被害のコントロールは、無被害範囲を右方に広げ

つつ、関係曲線を右下方に抑制するように、適切に

施策を実施することにあたる。「施策群の立案」に

おいては、こうした評価を施策ごとまたそれら総動

員した適応策案に対して行い、被害コントロールに

ついて総合的に吟味することに活用される。 

 

３．治水フレーム実践に繋がる技術･施策検討 

治水フレームの基軸となる被害と豪雨規模の関係

図の算定手法については、本部設置の当初から検討 

を進めてきてところである。その後、幾つかの河川 

 

図 被害－豪雨規模関係と無被害で済む範囲 

 

整備計画策定のための検討に応用し、その成果を手

引き（試行版）2)としてとりまとめている。 

また、家屋・家財の水害リスクの評価と低減施策

に関する研究 3)として、特に都市における水害を対

象として、家屋・家財の浸水対策をさらに加速させ

ることを目標として戸別対策導入を推し進め、それ

により地域の総被害を低減させるアプローチによる

水害リスク低減手法について検討している。 

  

４．今後の展望 

以上に一例を紹介したが、そのほか、すでに実用

されている水害リスクラインや粘り強い堤防のさら

なる高度化など、技術・施策研究を進めているとこ

ろである。 

 

☞詳細情報はこちら 

1）国総研プロジェクト報告 第56号 2017  http:// 

www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/kpr/prn0056.htm 

2）水害リスク評価の手引き（試行版） 2018 

http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/ch

isui_kentoukai/dai02kai/dai02kai_siryou4-2.pdf 

3）国総研資料 第1080号 2019 http://www. 

nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1080.htm 
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